運営及び組織体制について（案）
１　運営の基本的な考え方
科学館は、県内全域がサービスの対象となることから、県・高知市が連携協力して、県民全体に親しまれ利用される施設とすることが必要である。
科学館では、その機能や役割を踏まえ、科学に対する興味関心の向上、探究心の育成及び、理科教育の振興の観点から、以下の４つの業務セクションを配した組織体制で取り組むことが望ましい。


２　スタッフ、ボランティアについての考え方

（１）スタッフについて

科学館には、展示やイベントを企画し、科学館学習を推進する専門スタッフ、それらに協力できる非常勤のスタッフ及び、本館の維持管理、予算等を執行する行政の常勤スタッフの３種類のスタッフが必要と考える。科学館スタッフは、常に新しい情報の収集、活用に努めるとともに、それぞれが研究テーマを持ち、実践研究に取り組むといった意識の高さと専門性が求められる。

また、高知市子ども科学図書館における指導員の実績を引き継ぐ、非常勤スタッフの存在も重要となる。非常勤スタッフは、専門スタッフと協力しながら，それぞれの専門分野において，創意工夫を活かした科学教室の運営など育成機能，体験型機能の充実発展に取り組む存在である。
（２）ボランティアについて

県民市民が、自分たちの科学館だから応援する、スタッフだけじゃなく自分たちも子どもを一緒に育てていくんだという思いを共有し、関われるボランティアの育成が必要である。また、次代を担う人材の育成の観点から、特に、県内の大学生や高専の学生にボランティアとして科学館に参加し活動してもらえるような仕組みが求められる。大学生が子どもたちに展示機器の解説をしたり、補助したり、一緒に体験したりすることで異年齢の交流の場とすることもできる。このようなことから、大学等との連携は、最先端の技術あるいは学究的成果を紹介してもらうだけでなく、大学生を対象とした人的な連携・協力体制づくりが必要と考える。その際には、大学生が自ら進んで協力するといった意欲付けがなされるよう、科学館でのボランティア活動が例えば大学のカリキュラムの中に位置づけられるよう協定を締結する等の仕組みづくりを考えていくことが求められる。










■展示企画・普及イベント業務セクション


　　・常設展示の企画、運営


・特設展示の企画、調整、運営


　　・科学教室のプログラムの開発、運営


　　・理科実験の実演やサイエンスショーの上演


　　・地域社会と連携した理科教育の振興


　　・家庭への科学館学習の啓発、イベントの企画、運営





■教育・研修業務セクション


　　・学校や大学、研究機関等と連携した理科教育の振興


　　・科学学習支援ネットワークの仕組みづくり


　　・ボランティアの研修、育成





■情報提供・広報啓発業務セクション


　　・自然科学系施設等との連携、情報提供


　　・ホームページの制作、運営





■管理運営業務セクション


　　・職員等の人事管理


　　・予算案の策定


　　・館全体の事業費等の財務管理


　　・総務的業務



















































































